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要旨：高濃度炭酸水浸漬による、再生骨材製造の際に出る微粉末（以下、再生微粉末）の分解の程度を

調べた。再生微粉末の塊を粉砕直後のもの、それを空気中に 1週間静置したもの、水道水中に 1週間

静置したもの、種類の違う炭酸水 3つに一週間静置したものそれぞれの試料の熱分析を行った。その

結果、高濃度炭酸水により量が多くなった炭酸カルシウムはセメント硬化体から分解して生じたもの

である可能性を得た。 

 

1. はじめに 

 現在、世界的に骨材が不足しているため、再

生骨材の積極的な活用が求められている。現在、

そのために行われている研究は、再生骨材を気

体の高濃度二酸化炭素にさらして表面に付着し

たセメント硬化体中の水酸化カルシウムの炭酸

化を促して緻密にすることで品質を向上させる

ためのものである 

 一方、本研究では、水酸化カルシウムの炭酸

化とセメント硬化体の主成分であるカルシウム

セリート水和物C-S-Hを、高濃度の二酸化炭素に

よって分解させ、再生骨材表面に付着したセメ

ント硬化体を分解し剥離させることによって、

再生骨材の品質を新品と同様のものにすること

を目指している。 

 

Ca(OH)2+CO2→CaCO3+H2O 

C-S-H+CO2→CaCO3+SiO2+H2O 

 

本研究では、この現象が生じていることを、再

生骨材生産の際に産出する微粉（以下、再生微

粉）を高濃度炭酸水により浸漬することにより

調べた。 

 

2. 高濃度炭酸水の浸漬方法 

本研究では大別して合計 2 種類、細かくは 3 種

類の高濃度炭酸水調製方法を用いた。 

 最大ゲージ圧4気圧まで高めることが可能な加

圧容器に水道水を入れ、二酸化炭素を充填して

高濃度炭酸水を調製した（写真-1） 

 一方、最大ゲージ圧9気圧まで高めることが可

能なペットボトルに水道水を入れ、二酸化炭素

を充填して高濃度炭酸水を調製した（写真-2）。

その際浸漬期間中に静置したままのものと、毎

日 1回振とうしたものの 2種類行った。試験期間

中は冷蔵庫で冷やした。この調整した炭酸水に

絶乾状態にしたセメント硬化体をボールミルで

砕き、セメント硬化体と炭酸水を 1:10 の割合で

入れ一週間静置した。水につけたものは、底で

固まるので毎日 30 秒間かきまぜた。一週間後に

ろ紙でろ過をおこない乾燥させた。 

 

3. 炭酸化による炭酸カルシウムと水酸化カルシ

ウムの変化 

 高濃度炭酸水浸漬による分解の程度を調べるた

めに、熱分析により試料中の炭酸カルシウム量

と水酸化カルシウムの量を測定した。熱分析と
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は、対象物を加熱し、成分の燃焼温度の違いと

対象物質の質量比を測定するものである。炭酸

カルシウムが 600〜730 度、水酸化カルシウムが

400〜450 度である (図-1)。 

 

 計測を行うものは再生微粉末の塊を粉砕直後

のもの、それを空気中に1週間静置したもの、水

道水中に 1週間静置したもの、ゲージ圧 4気圧で

圧力容器で調製した炭酸水に1週間浸漬したもの、

ゲージ圧9気圧で振とうしながらペットボトルで

調製した炭酸水に1週間浸漬し静置したもの、そ

して、前者を毎日振とうし二酸化炭素を補充し

たものの計 6 個である。 

 その結果、高濃度炭酸水に1週間浸漬したもの

が、炭酸カルシウム量が最も多かった。これと

炭酸濃度との関係を示す（図-2）。基本的には炭

酸濃度の高い方が炭酸カルシウム量が大きかっ

た。 

 一方、水酸化カルシウム量は浸漬前の物も含

めて量に大差がなかったことから、炭酸カルシ

ウムがC-S-Hの分解によって生成されてできたも

のであると考察した（図-3）。 

4. 結論 

本研究で得られた知見を以下にまとめる。 

（1）再生骨材生産の際に産出される再生微粉末を

炭酸に浸漬すると、炭酸カルシウムが生成増

加した。 

（2）測定した水酸化カルシウム量との関係から、

生成した炭酸カルシウムは、水酸化カルシ

ウムからではなく、他のセメント硬化体、

例えばカルシウムシリケート水和物の分解

から生成した可能性を得た。 
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図 – 1 温度上昇による質量比の変化 
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図 - 3 炭酸カルシウム量と 

水酸化カルシウム量の関係 

0.00

0.05

0.10

0.000 0.006 0.012

Ca
CO

3
(m

g/
m

g)

Ca(OH)2 (mg/mg)

粉末直後 

水中 

空気中 

加圧容器 

ペットボトル(放置) 

ペットボトル(圧力維持) 

 
図 – 2 炭酸水濃度による炭酸カルシウムの増加量 
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